
1979年県庁入庁し、児童相談所、福祉
事務所等に勤務。その間、労組委員

長、ＰＴＡ会長など労働運動、地域活動

に取り組む。
2015年県議選に初当選、

現在３期目。県民連合立

憲会長、県監査委員
立憲民主党宮崎幹事長

現在62歳

社会福祉士、宮崎県里親

ベ
テ
ラ
ン
議
員
の
多
く
が
勇
退

し
、
一
期
目
の
議
員
が
十
二
人
と

な
っ
た
県
議
会
に
は
、
新
鮮
な
雰

囲
気
が
漂
い
ま
す
。
私
も
議
会
便

り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
用
紙
サ
イ

ズ
や
編
集
方
法
を
変
え
ま
し
た
。

読
み
や
す
さ
を
大
事
に
、
県
議
会

活
動
を
伝
え
て
参
り
ま
す
。
少
し

で
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
手
に
届
く

ま
す
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

働
く
者
の
立
場
を
守
り
、
全
て

の
子
ど
も
ら
に
、
幸
福
な
未
来
が

あ
る
よ
う
に
祈
る
と
同
時
に
、
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
県

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
県
政
に
対
す
る

ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私たちの考えや政策を街頭で訴える
活動を続けています。

定例の朝街宣活動は毎週月曜日の朝。
デパート前交差点の一角をお借りして行
っています。

毎月の１９日には、戦争に反対する思
いを訴える集会が７年目になっていま
す。

私が所属する立憲民主党宮崎県連は、定期大会
を６月１０日に開きました。

私は、昨年につづいて、幹事長をお引き受けし、
活動していくことになりました。

地元の小学校入学式。
コロナも落ち着いて、久し
ぶりに出席できました。

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
選
挙

戦
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
二
期
８
年
の
活
動
に
対
す
る

有
権
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
評
価
を
い

た
だ
き
、
三
期
目
当
選
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
に
優
し
い
社
会
を
築
く
た

め
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

Ｇ
７
農
相
会
議
が
４

月
２
２
日
～
２
３
日
に
、

シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

私
も
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出

席
し
ま
し
た
。

岩切たつやの6月議会報告です。 〈第３1号〉

202３年7月

発行

県議 岩切たつや

住所 ８８０－０９４２

宮崎市生目台東

1丁目6－8

電話0985-89-5158

fax 0985-86-8778

改選後初の6月議会でさっそく登壇し、県政の諸課題につ

いて、知事をはじめ各部長、教育長に対し質問を行いました.

１ こども政策について

２ プール建設用地の部分的売却の件について

３ 被災者生活再建支援等について

４ 自衛隊機からの部品落下問題について

５ 県の人材確保について

６ 外国人人材確保について ほか

県議会録画
ＱＲコード

４月９日投開票で行われた県議会議

員選挙で、３期目の議席をいただきまし

た。改めて責任を自覚し、付託いただい

た思いに誠実に応えて参ります。引き続

き、生活や労働の現場からの様々な思

いをお寄せいただきますよう、よろしくお

願いします。

所属する会派は「県民連合立憲」と称

することにしました。広範な立場から活

動して行きたいという思いです。集う仲

間は４人の新進気鋭の仲間たち。私が年

長ということで会派会長に就

任いたしました。

５月に開かれた臨時会で議会での役

割が決まり、私は「総務政策常任委員会

委員」となり、また、議員選出の県の監査

委員に就任しました。

県行政が県民生活にとって有効に取

り組まれるよう、県議としても監査委員と

してもしっかり見つめて参ります。

岩切たつやの6月議会報告です。 〈第３1号〉
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河野知事は提案理由説明で、コロナの

闘いに対する県民の協力に感謝を述べた

後、今回の補正を「肉付け予算」とし、

ＷＢＣ効果やＧ７効果を追い風として、

宮崎再生を全力で進め、未来に向かって

「子ども・若者」「グリーン成長」「スポ

ーツ観光」の三つの分野で日本一をめざ

すと意気込みを述べました。

自主財源比率が向上し公債残高が減少するなど、県財政は堅調に推移しています。コロナの中

で観光業・飲食業などで極めて厳しい経済環境があった一方、製造業などが事業拡大し、県税収

入も昨年につづいて1,000億円を上回る結果となっています。地方創生臨時交付金や、昨年の台

風災害に対する国の査定も終えて必要な額の交付がなされていることもあります。

河野知事は福祉や教育の分野で、これまで課題として積み残されていた課題の解決に積極的に

取り組む姿勢を見せています。予算の多寡は横において、取り組む姿勢を評価します。

一方、県政における最も深刻な人口減少、少子化と、労働力不足はなお課題であります。県総

合計画をはじめ何本もの計画書が議案となりました。それぞれが連動している計画書となってい

ます。書かれていることを実現するため、確実な施策の展開がたいへん重要です。

☆
質
問
☆
（
保
育
士
配
置
基
準
の
増
に

つ
い
て
）
保
育
士
の
配
置
基
準
は
先
進

国
中
、
最
低
の
数
と
な
っ
て
い
る
。
県

は
配
置
増
に
向
け
、
市
町
村
へ
の
支
援

は
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）
国
の
制

度
を
利
用
し
た
加
算
措
置
の
支
援
は
行

っ
て
い
る
が
、
県
独
自
に
は
行
っ
て
い

な
い
。
国
で
は
配
置
基
準
の
改
善
が
検

討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
県
と
し
て
も
改

善
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

☆
私
の
思
い
☆

日
本
の
政
治

が
放
置
し
て
き
た
問
題
で
す
。
保
育
所
は

未
就
学
の
児
童
が
日
中
、
そ
の
す
べ
て
を

委
ね
る
場
所
の
ひ
と
つ
。
戦
後
す
ぐ
に
定

め
ら
れ
た
基
準
が

年
に
わ
た
っ
て
変
わ

７５

っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
の
政
権
が
検
討
し
て

い
る
内
容
も
、
他
の
国
々
に
追
い
つ
く
こ

と
す
ら
出
来
な
い
内
容
で
す
。
防
衛
費
よ

り
福
祉
や
保
育
に
も
っ
と
予
算
を
！

☆
質
問
☆
（
台
風
被
害
へ
の
支
援
の
実

態
は
？
）
昨
年
の
台
風
被
災
者
に
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
っ
た
か
。

答
弁
☆
（
危
機
管
理
統
括
監
と
福
祉
保

健
部
長
）
災
害
救
助
法
に
よ
る
応
急
支

援
と
し
て
生
活
必
需
品
や
学
用
品
の

給
付
、
住
宅
の
応
急
修
理
、
公
営
住

宅
の
一
時
提
供
等
の
現
物
給
付
や
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に

よ
る
支
援
金
、
自
治
体
か
ら

の
支
援
金
が
給
付
さ
れ
た
。

☆
私
の
思
い
☆

「
も
う
諦
め
た
‥
」

被
災
し
た
高
齢
の
女
性
は
つ
ぶ
や
き
ま

し
た
。
か
け
る
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
被
災
者
は
住
宅
や
生
活
を
自
力

で
再
建
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
実
情

に
あ
り
ま
す
。
災
害
頻
発
時
代
、
住
宅

保
険
な
ど
十
分
な
準
備
が
必
要
で
す
。

☆
質
問
☆
（
災
害
時
の
防
犯
は
？
）

全
国
で
は
被
災
地
か
ら
金
品
を
窃
取

す
る
、
い
わ
ゆ
る
火
事
場
泥
棒
が
発

生
し
て
い
る
が
防
犯
体
制
は
い
か
が

な
状
況
か
。

☆
答
弁
☆
（
警
察
本
部
長
）
発
災
当

時
よ
り
昼
夜
分
か
た
ず
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
す
る
な
ど
犯
罪
抑
止
に
当
た

る
。
避
難
所
を
巡
回
す
る
な
ど
各
種

相
談
に
も
対
応
す
る
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

☆
質
問
☆
（
航
空
自
衛
隊
機
か
ら
の

部
品
落
下
事
故
に
つ
い
て
）
昨
年
度

後
半
に
６
件
発
生
し
た
と
の
報
道
が

あ
り
、
た
い
へ
ん
心
配
。
詳
細
情
報

の
報
告
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

☆
答
弁
☆
（
危
機
管
理
統
括
監
）
県

に
は
報
道
内
容
と
同
じ
情
報
の
提
供
。

十
分
な
安
全
対
策
、
速
や
か
な
情
報

提
供
と
丁
寧
な
説
明
を
求
め
て
い
く
。

☆
私
の
思
い
☆

部
品
落
下
は
航
空
機

の
日
常
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
ど
こ

で
と
か
詳
細
不
明
な
事
故
報
告
で
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
不
安
で
す
。

☆
質
問
☆
（
技
術
職
の
採
用
）
県
の

土
木
や
、
農
業
土
木
、
林
務
や
農
業

な
ど
専
門
技
術
者
の
採
用
試
験
に
応

募
が
減
っ
て
い
る
。
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
人
事
委
員
会
委
員
長
）

技
術
系
職
種
の
受
験
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
特
に
人
材
確
保
が
難
し

い
土
木
、
農
業
土
木
の
２
職
種
は
特

別
枠
区
分
を
新
設
し
た
り
、
一
般
行

政
職
と
併
願
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
工
夫
を
し
て
い
る
。
試
験
制
度
の

見
直
し
や
、
県
職
員
と
し
て
働
く
魅

力
の
発
信
な
ど
、
優
秀
な
技
術
系
人

材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

☆
質
問
☆
（
獣
医
師
の
採
用
）
獣
医

師
採
用
の
実
態
は
。

☆
答
弁
☆
（
総
務
部
長
）
試
験
を
早

め
る
な
ど
工
夫
し
た
が
、
採
用
予
定

名
に
対
し
、
最
終
的
に
５
名
採
用

１２

と
、
予
定
数
を
確
保
で
き
て
い
な
い

状
況
。
こ
れ
ま
で
に
修
学
資
金
の
給

付
、
処
遇
改
善
、
採
用
年
齢
の
引
き

上
げ
、
試
験
制
度
の
見
直
し
な
ど
取

り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
新
た
な
取

り
組
み
や
見
直
し
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
、
そ
の
確
保
に
最
大
限

努
め
て
い
く
。

☆
質
問
☆
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
育
成
の
現
状

は
？
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
な
り
手
不
足

な
ど
で
存
続
の
危
機
に
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

組
織
も
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
供
ら
の

よ
り
よ
い
教
育
環
境
維
持
に
大
事
な

存
在
。
育
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

☆
答
弁
☆
（
教
育
長
）
地
域
と
学
校

を
つ
な
ぐ
重
要
な
組
織
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
大
切

な
存
在
と
認
識
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方

の
協
議
も
進
ん
で
お
り
、
地
域
の
支

援
を
仰
ぐ
な
ど
変
化
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

☆
質
問
☆
（
水
産
試
験
場
の
老
朽
化
）

年
を
経
た
水
産
試
験
場
は
老
朽
化

５４著
し
い
う
え
火
災
も
あ
っ
た
。
改
築

の
検
討
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

☆
答
弁
☆
（
農
政
水
産
部
長
）
高
度

化
す
る
試
験
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
研
究
体
制
の
機
能

強
化
に
向
け
、
様
々
検
討
す
る
が
、

再
整
備
を
含
め
対
応
し
て
い
く
。
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私
の
質
問
や
そ
の
答
弁
を
ご
紹

介
し
ま
す
。


